
 

    

第１章 ベトナム社会主義共和国班報告

Ⅰ．派遣団の構成・調査日程

第１ 	 派遣団の構成

○ 目的

平成 19年９月に我が国の円借款事業である「カントー（クーロン）橋建設計画」の

建設現場において発生した橋げた崩落事故について、その現場を視察するとともに現

地関係者から説明を聴取するなどの調査を行う。

○ 期間 


平成 19年 12月２日（日）～平成 19年 12月６日（木）〔４泊５日 内、機中１泊〕 


○ 派遣団の構成

団長 	 参議院議員 藤 末 健 三（民主） 


同 牧 山 ひ ろ え（民主） 


同 長 谷 川 大 紋（自民） 


同 山 内 俊 夫（自民） 


同 谷 合 正 明（公明） 


同行 決算委員会調査室次席調査員 奥 井 俊 二

委員部第四課課長補佐 千 尋 均

外交防衛委員会調査室調査員 中 内 康 夫
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第２ 調査日程

日程 午前 午後 宿泊

１日目

12月2日

（日）

【移動】

成田発（ 10： 30）
→ホーチミン着（ 14： 55）

【説明聴取】

・カントー橋橋げた崩落事故に関

する日本側関係者（外務省、国際

協力銀行（ＪＢＩＣ）、国際協力

機構（ＪＩＣＡ）、工事を受注し

た民間企業）からの説明聴取

ホーチミ

ン

２日目

12月 3日
（月）

【移動】

ホーチミン発

→カントー着（陸路 4.5時間）

【案件視察等】

・カントー橋橋げた崩落事故現場

視察（犠牲者への慰霊・献花、工

事関係者からの説明聴取）

【会談等】

・カントー市人民委員会副委員長

との会談

・ファーザー・ランド・フロント

（義援金受入れ団体）代表への義

援金の寄贈

カントー

３日目

12月 4日
（火）

【移動】

カントー発

→ホーチミン着（陸路 4.5時間）

【移動】

ホーチミン発（ 14:00）
→ハノイ着 (16:00)

【説明聴取】

・大使館から日越関係等について

の説明聴取

ハノイ

４日目

12月 5日
（水）

【会談】

・クアン建設大臣との会談

【案件視察】

・国立衛生疫学研究所

【援助関係者との懇談】

・青年海外協力隊員、シニアボラ

ンティアとの懇談

【会談】

・フック計画投資大臣との会談

・カイ国会議員との会談

【移動】

ハノイ発（ 23：55）

機中泊

５日目

12月 6日
（木）

【移動】

→成田着（ 06：45）
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ベトナム社会主義共和国における調査内容

【ハノイ】

・ クアン建設大臣との会談

・ フック計画投資大臣との会談

・ カイ国会議員との会談

・ 国立衛生疫学研究所の視察

・ 青年海外協力隊員、シニアボラン

ティアとの懇談

【カントー】

・ カントー橋橋げた崩落事故現場視

察、犠牲者への慰霊・献花等

・ カントー市人民委員会副委員長と

の会談、支援団体への義援金の寄

贈

【ホーチミン】

・ カントー橋橋げた崩落事

故に関する日本側関係者

からの説明聴取
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